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数理解析研究所講究録は，京都大学数理解析研究所の共同利用研究集会および共同

研究の記録として 1964年に刊行が開始されました．現在の共同利用共同研究拠点

(2010年発足) の前身である，全国共同利用研究所として当研究所が発足した翌年

のことでしたが，以来半世紀，毎年数十巻を刊行し，2012年には第 1800巻が刊行さ

れるに至りました．第 1巻から第 1840巻までに収録された論文数は 26,808編総頁

数は 317,199頁という膨大なものであり，最先端の数学数理科学分野の研究状況

を伝えるのみならず，我が国の数学数理科学の発展の歴史を留める文献として，

他に類例を見ない論文集となっています．

講究録の内容は当研究所のウェブサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され，年間の総アクセス数は 1254,383回 (2012年度) を数えるなど，多

数の方にご利用いただいています．

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが結果的に日本語が多用さ

れていることが特徴の一つとなっています．その結果，講究録は，数学数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして，近年

の英語化の流れの中で，重要な文献となりつつあります．

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し，講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに，

これからも，当研究所の共同利用共同研究拠点としての活動にご参加いただき，

講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます．
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巻頭言

研究代表者 : 関西大学環境都市工学部 木村俊一 (Toshikazu Kimura)

Faculty of Environmental & Urban Engineering

Kansai University

不確実環境下にある社会システムにおいて，我々は様々な意思決定問題に直面している．原油

市場価格の不確実性の下で，原油採掘事業を開始すべきかどうか？地球温暖化の推移や温暖化に

よって被る損害の不確実性の下で，温室効果ガスの排出を削減する環境政策が複数存在する場合，

国などの経済主体はどの政策をいつ実施すればよいか？長期低落傾向にある不動産市場の動向を

踏まえて，計画中の都市再開発事業を進めるべきかどうか？こうした不確実環境下にある投資プ

ロジェクトにおける意思決定は，企業あるいは公共事業体の財務に関する最重要テーマの一つで

あり，戦略的な取り組みが求められる．

数理ファイナンス理論は，単にファイナンスにおける派生資産の価格付けやポートフォリオ選

択のためのツールにとどまらず，このような戦略的意思決定問題においても強力な解法ツールと

成り得ることが明らかになってきている．しかし，完備市場として定式化される問題に対してす

ら，意思決定支援ツールとして十分に研究整備されているとは言い難い現状では，非完備な実

物資産市場においては，数学的に多くの問題が未解決のまま残されている．本研究集会の目的は，

こうした問題に対する新たな数理モデルを構築し，解析的あるいは数値的な意思決定支援ツール

を開発することにあり，さらに理論研究者と応用研究者との間の研究交流を一層促進することに
ある．

本年度は総数 14件の研究発表が行われ，数理ファイナンスの理論研究に加えて，信用リスクの

評価と管理，企業行動の定性分析，シミュレーション，プロジェクトファイナンスなどの多様な

応用研究が，意思決定支援という共通のコンセプトの下に展開された．理論研究者と応用研究者

の間の活発な意見交換が行われ，当初の目的を十分に果たせたと考えている．
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講究録

$K$歩叩 roku

RIMS Kbky\^uroku was started in 1964 as the proceedings of symposia, colloquia and
workshops supported by RIMS, the Research Institute for Mathematical Sciences, Kyoto
University It was the next year of the establishment of RIMS as one of the nationwide
Cooperative Research Centers, the preceding system of the current Joint Usage/Research

Centers that started in 2010. For half a oentury since then, about 50 to 60 volumes have been
issued each year, and the 1,$800th$ volume was issued in 2012. The volumes of $K\hat{o}br\hat{u}\iota r\mathfrak{v}pku$ from
the lst through the 1,840 containing enormous 26,808 articles and 317,199 pages, not only
deliver the latest research activities in mathematics and mathematical sciences but also
oonstitUte valuable and incomparable $\infty 1le\alpha ions$ of articles that pass down history of progress
ofmathematics and mathematical science in Japan.

Articles in K\^oky\^uroku are available on the websites ofRIMS and Kyoto University Research
Information Repository They are very frequently acoessed on the internet, with a total of as
many as 1,254,383 acaesses in 2012.

The authors choose the languages to write articles, and many are written in Japanese, which
is one of the characteristics of $K\hat{o}b\hat{v}rku$ . As a result, $K\hat{o}br\hat{u}roku$ is regarded as a significant
and important literature which allows easy access to the latest $s\ovalbox{\tt\small REJECT} d$ knowledge in the
large fields ofmathematics and mathematical sciences written in native language $f0r$ Japanese
readers, while more and more research papers are being written in English in recent years.

We are deeply grateful to many of those who have participated in cooperative research
activities of RJMS and greatly developed $K\hat{o}\infty\hat{m}ku$ . We heartily ask $f0r$ your continuous
participation in research activities at RIMS as a Joint Usage Research Center and your warm
support and cooperation $fOr$ the fruitful development ofK\^oky\^uroku.
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